
プログラム

12月14日（金）13：30～17：00

　近畿経済産業局では、昨年度に引き続き、「バイオマスセミ
ナー」を開催します。
　人口減少社会が進む中、地域経済の活性化、雇用機会の創
出を目指し、「地域のバイオマス資源」をエネルギーや高付
加価値な材料等として有効活用することで、新たな地域力創
造に取り組む自治体や地域企業、大学等が見られます。
　本セミナーでは、木質系、カニ殻、もみ殻、竹など、地域
独自の農林漁業系バイオマスを有効活用し、様々な課題に直
面しながらも着実に進展しつつある取組について、専門家や
企業、自治体の実践者により紹介いただきます。また、講演
者をパネリストに迎え、「バイオマスの有効活用による地域
力創造」について、その可能性や課題について皆様と意見交
換を行います。
　ご関心のある方はぜひご参加ください。

日時

兵庫県立工業技術センター場所

in 兵庫

参加費
無料

「地域の視点で地域の宝“バイオマス”の有効活用を考える」

　木質バイオマス発電導入による地域経済効果の検討例など、地域全体の便益の視点からバイオマスの有効活用
を分析・評価し、地域における資源循環のあり方についてお話しします。

（同志社大学  理工学部環境システム学科  准教授）赤尾聡史氏

講演・
事例研究

「県内で大量発生するカニ殻から抽出した
キチンナノファイバーの多彩な潜在機能」

　鳥取県内で水揚げされるカニの殻から抽出された「キチンナノファイバー」について、大学や民間企業との共
同研究により確認された多様な機能や、実用化に向けた取組を紹介します。

（鳥取大学大学院工学研究科  化学・生物応用工学専攻 教授）伊福伸介氏

講演・
事例紹介

「行政、JA、大学、企業の連携による〝もみ殻〟の
有効活用プロジェクト」

　行政、企業、JA、大学等の連携により〝もみ殻循環プロジェクト〟において、もみ殻の燃焼灰を有効な資材に、
発生熱をビニルハウスの加温等に、それぞれ有効活用する取組を紹介します。

（ＮＳＩＣ株式会社　代表取締役）木倉崇氏

実践事例
紹介

意見交換会

「バイオマスエネルギーの地産地消に取り組む
―竹チップ焚きバイオマスボイラーを中心に―」

　バイオマス産業都市としての取組の一環として、住民や地域NPOとの協働により竹チップ焚きバイオマスボ
イラーを温浴施設へ整備・熱供給を進めている取組を中心にご紹介します。

（洲本市役所　産業振興部農政課　係長）高橋壱氏

近畿経済産業局　資源エネルギー環境部挨拶

神戸市須磨区行平町 3丁目1-12
研究本館２階セミナー室３

主催： 近畿経済産業局　後援：兵庫県・（公財）ひょうご環境創造協会

　講演者とともに、バイオマスの有効活用による地域力創造について、その可能性や課題について皆様と意見
交換を行います。
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「バイオマスの有効活用から新たな地域力創造へ！」

問合先： 事務局
（（株）ダン計画研究所内  TEL.06-6944-1173）

バイオマスセミナーバイオマスセミナー
バイオマスの有効活用から新たな地域力創造へ！ ー農林漁業編 ー




